
支配人　　香川　誠二

　この４月に後期高齢者医療保険制度がスタートしました。今後超高齢化が進むため、現在の年間約

１２兆円の高齢者医療費は、このまま行くと２０年後には３０兆円を超えると予測されています。こ

の制度は世代間と高齢者世代内の負担の公平を図ることにより、長続きする制度の確立を目指すもの

と聞きます。

制度に対する国民の全面的理解は難しいことから見直しがなされていますが、今後高齢者の経済的負

担が増すことは避けられないものと感じます。

ヴィラみずほでは地域の皆様にも参加していただける多彩なイベントやカルチャー教室を開催し、少

しでもお役に立てればと思っています。ご入居者、地域の皆様が日々の生活を活性化して元気に長生

きしていただくことが私達の願いです。

せとのしき

ヴィラみずほから見える瀬戸内の四季の移り変わり、その美しさから、『瀬戸の四季』と名付けました。

発行・ヴィラみずほ
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「ヴィラみずほ」は、住居型と介護付（特定施設入居者生活
介護）の併設された施設です。

モデルルームを設けておりますので、ぜひお立ち寄りください。
絶景の宮島を眺めながらお食事でもいかがでしょうか？

お問い合せ先

見学会随時実施中見学会随時実施中見学会随時実施中

お知らせお知らせお知らせ

私達が地域から
　　求められているものとは？

施設のあり方や介護と介護予防のあり方はどうあるべきなのか？
私達は、果たして真のニーズに対応できているのだろうか？
常に疑問の連続です。
　私達が施設として求められているものとは、ハード面のすばら
しさではなく、ソフト面のすばらしさと捉えています。最近、オ
ープンする施設は本当に外観・設備面等ハード面が充実してお
り、それはそれで良い傾向だと感じております。しかしそれだけ
では、真のニーズに応えられていないのではないでしょうか。私
達が考える真のニーズは、そこに携わるスタッフをはじめとした
ソフト面にこそあるのではないか、そういう思いで日々努力をし
ています。
　次に介護・介護予防のあり方ですが、一つのコンセプトとし
て、『地域の方々の力が、地域の介護・介護予防を支える』と捉
えております。

TOPICS

本当に求められていることは何なのか？
そんなことを私達は考えています。

副支配人　竹本　学

いつもご愛読いただきましてありがとうございます。「瀬戸の四季」は
インターネット上のホームページにてお届けしています。弊社ホームペ
ージ上よりプリントアウトも可能ですので、是非ご利用下さいませ。

問い合せ先
０８２９-３６-１６６０

ご入居相談
随時受付中！

　皆様に私達のような事業者が介護サービス等
を提供すること、これも大切なことですが、も
う一歩踏み込んで考えたとき、地域の方々の介
護予防に関する自発的活動に対し、私たちが支
援を行うことも重要なことではないかと捉えて
おります。
　また、地域の方々との繋がりは、一朝一夕に
構築できるものではなく長年の関わりの中で構
築されたものだと感じております。よって、そ
こに介護や介護予防のちょっとしたアドバイス
を私達が提供することで、その地域の介護・介
護予防の意識は高まると思います。さらにお互
いに助け合うことで、健康への取り組みがなさ
れ、相談しあえる環境が出来ていくのではない
かと考えます。従って、そのちょっとしたアド
バイスはどういったものであるのか、何が必要
とされているのかを見極めていくことも重要で
あると考えています。　　　　　

最後に、多くのご意見・ご相談が私達の答え探
しの第一歩と考えておりますので、お気軽にお
声かけ頂ければ幸いです。今後とも、地域に根
ざした事業所を目指してまいりますのでご指
導・ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。
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